
 

 

（１）開催日 

令和５年８月２３日（水） 

（２）議題 

改定公園マスプラの骨子（案）について 

（３）主な質疑・意見 

 

内      容 

①防災の観点では、区における国土強靭化の視点も必要である。区立公園は一時集合場所や避難場

所に位置付けられている場所もあるので、避難者誘導の観点から、矢印サインの設置やQRを活

用した避難誘導の仕組みを作り、日頃から目につくようにしておくとよい。 

 ⇒ 取組・施策等の検討の際に参考とする。 

 

②今後、少子高齢化が一層進み、高齢者が増えることから、公園は健康とコミュニティ形成の場と

して大切である。 

これに関連して、施策１－２にフレイル予防との記載があるが、「健康寿命の延伸」などの表現に

変えたほうがよい。 

また、孤独死や引きこもりの問題もあるので、コミュニケーションの増進などを施策等に入れて 

もらいたい。 

⇒ フレイル予防の表記は、健康寿命の延伸に修正する。また、コミュニケーションの増進につ

いても検討する。 

 

③取組・施策を検討するに当たり、墨田区における公園の役割を５つに整理した理由を教えて欲し

い。 

⇒ 区、都及び国の関連計画から、各計画が定める公園等の役割を抽出し、墨田区の実情を踏ま

えて整理した結果、5つとしたものである。 

公園の役割を切り口とした理由は、公園に関してある程度網羅するためであるが、公園の役

割では欠けてしまう管理者目線の切り口を追加のうえ、計６つの切り口（取組）とした。 

 

④目指す公園像は、だれもが求めていることを集約することが重要であるため、公園で静かに過ご

したい人もいることを考えると、目指す公園像の「にぎやか」という表現は気になる。 

 ⇒ 「みんなを健やかに」の中に、静かに過ごしたい人も快適に過ごせる公園を目指しているこ

とを含めている。 

「にぎやか」とした理由は、これまで規制が多く、できることが限られていた公園を、国交

省提言などを踏まえて使われ活きる公園としていくことで、まちの活性化にもつなげていくこ

とを表現したものである。 

   「元気」、「活力」など、ほかの案についても検討する。 

 

 

第３回庁内検討部会の概要 資料９ 


